
令和６年度北信保健衛生施設組合 

各会計決算の要領 

 

１ 一般会計 

  当会計は、組合議会及び総務事務にかかる会計である。 

 

(1) 歳入 

   歳入決算額は、46,497,604 円であり、予算現額 46,443,000 円に対し収入率は 100.1％とな

っている。 

   歳入の主なものは、市町分担金及び前年度繰越金等である。 

款 項 金  額（円） 

1 分担金及び負担金  44,528,000 

1 分担金 44,528,000 

2 繰越金  1,844,638 

1 繰越金 1,844,638 

3 諸収入  124,966 

1 預金利子 66,575 

2 雑入 58,391 

歳  入  合  計 46,497,604 

 

(2) 歳出 

   歳出決算額は、44,529,814円であり、予算現額 46,443,000円に対し執行率は 95.9％となっ 

ている。 

   歳出の主なものは、議会費では議員報酬、総務費では職員人件費、財務会計システム保守業 

  務等の委託料のほか、庁舎共通管理費負担金等である。 

款 項 金  額（円） 

1 議会費  230,924 

1 議会費 230,924 

2 総務費  44,298,890 

1 総務管理費 44,298,890 

3 予備費  0 

1 予備費 0 

歳  出  合  計 44,529,814 

 

※ 歳入歳出差引残額 

   歳入決算額から歳出決算額を差し引いた剰余額 1,967,790円は翌年度に繰り越すこととして 

  いる。 

 

 

 

 

 



２ 斎場事業特別会計 

  当会計は、墓地、埋葬等に関する法律第 10条に規定する火葬場の設置及び管理に関する事務 

にかかる会計である。 

 

(1)  歳入 

   歳入決算額は、76,520,400円であり、予算現額 74,162,000円に対し収入率は 103.2％とな 

っている。 

   歳入の主なものは、市町分担金、斎場使用料及び前年度繰越金等である。 

款 項 金  額（円） 

1 分担金及び負担金  47,657,000 

1 分担金 47,657,000 

2 使用料及び手数料  14,724,000 

1 使用料 14,724,000 

3 繰越金  10,691,167 

1 繰越金 10,691,167 

4 諸収入  3,448,233 

1 雑入 3,448,233 

歳  入  合  計 76,520,400 

 

(2)  歳出 

   歳出決算額は、69,339,876円であり、予算現額 74,162,000円に対し執行率は 93.5％となっ 

ている。 

   歳出の主なものは、職員人件費、火葬に係る燃料費及び電気料、施設の維持管理に要する委 

  託料及び工事請負費等である。 

款 項 金  額（円） 

1 衛生費  69,339,876 

1 環境衛生費 69,339,876 

2 予備費  0 

1 予備費 0 

歳  出  合  計 69,339,876 

 

※ 歳入歳出差引残額 

   歳入決算額から歳出決算額を差し引いた剰余額 7,180,524円は翌年度に繰り越すこととし 

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ じん芥処理事業特別会計 

  当会計は、ごみ処理施設の設置及び管理並びに廃棄物の処分に関する事務にかかる会計である。 

 

(1)  歳入 

   歳入決算額は、830,528,228円であり、予算現額 830,469,000円に対し収入率は 100.0％と 

なっている。 

   歳入の主なものは、市町分担金、可燃物及び資源物に係る処分手数料、アルミブロック等の 

  回収物売払収入及び前年度繰越金等である。 

款 項 金  額（円） 

1 分担金及び負担金  685,392,000 

1 分担金 685,392,000 

2 使用料及び手数料  81,586,885 

1 手数料 81,586,885 

3 財産収入  17,045,440 

1 財産売払収入 17,026,138 

2 財産運用収入 19,302 

4 繰越金  33,678,582 

1 繰越金 33,678,582 

5 諸収入  12,825,321 

1 雑入 12,825,321 

歳  入  合  計 830,528,228 

 

(2)  歳出 

   歳出決算額は、791,622,065円であり、予算現額 830,469,000円に対し執行率は 95.3％とな 

っている。 

   歳出の主なものは、可燃物処理費では職員人件費、焼却炉の運転に必要な薬品等の機器用消 

耗品、燃料費及び電気料等の光熱水費、施設及び焼却炉の維持管理等に要する委託料、工事請 

負費等である。資源物処理費では職員人件費、再資源化等に要する委託料等である。最終処分 

費では人件費、水処理施設の運転管理に要する機器用消耗品、光熱水費、施設の維持管理等に 

要する委託料及び工事請負費等である。 

款 項 金  額（円） 

1 衛生費  628,568,843 

1 清掃費 628,568,843 

2 公債費  163,053,222 

1 公債費 163,053,222 

3 予備費  0 

1 予備費 0 

歳  出  合  計 791,622,065 

 

※ 歳入歳出差引残額 

   歳入決算額から歳出決算額を差し引いた剰余額 38,906,163円は翌年度に繰り越すこととし 

  ている。 


